


























































































作品、コンピュータを活用したインスタレーション作品、ＰＣゲーム等、L E D を
活用した光の造形デザイン作品や、あるいはコンピュータや電気の力を使わずに
素朴な発想で新鮮なインタラクティブ性を実現した作品等が並び、本学が取り組む
メディアデザイン教育の多様な方向性と具体的な教育成果を示すことができた。
講演会では、2月6日にアニメーション監督の増井壮一氏による「アニメの演出」
に関する講演、2月7日にDJ/音楽家の廣田利佳氏に
よる「DJの魅力」に関する講演、2月10日に東京大学
IoTメディアラボラトリー ディレクターの西和彦氏に
よる「情報通信技術の発達」に関する講演、計３件の
講演を実施し、それぞれの分野の歴史や最新の話題等
について話していただいた。いずれの講演についても
本学学生や一般市民が多数参加し、アンケートからは
「興味深い話を聞くことができて有意義だった」等の
意見が多く見られた。ワークショップでは、2月8日と
9日に、公益財団法人ルイ・パストゥール医学研究セン
ターＡＩデバイス研究室の照岡正樹氏と、奈良学園大
学保健医療学部の辻下守弘氏と、本学の長嶋洋一教授
の三人の講師によるデモを含む講義と、三人の指導の
もと「生体情報センシングとメディアデザインの融合」、
「バイオフィードバック・リハビリテーション」に関
連した作品制作の実践的作業が行われた。ワークショ
ップの参加者１１人は講義を受講した後にグループに
分かれ作品制作に取り組み、ワークショップ最終日に
は作品発表と講師らによる講評が行われた。以上述べ
た、作品展示、講演会、ワークショップの、相互に関
連する三つの要素からなる本イベントによって、今年
度も、本学学生と一般市民に対して、メディアデザイ
ンに関する啓発的な機会を作ることができ、本学の教
育成果を学外及び学外に情報発信できたと考えている。
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